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日本列島の国際化に寄与した玉作 

     北條芳隆  

講演の概要 

 

 日本列島に生きた人々にとって、玉はどのような存在だったのでしょうか。ネックレスやブレ

スレットとして利用されるようになったのは、洋装が一般的となったごく最近のことです。和装 

の女性が重視したのは髪飾りでした。玉はその部品で、かつ添え物だったのです。 

その反面、玉は仏具や祭具でした。色味は無色透明なものが多く、デザインも数珠玉や丸玉 な

ど個性を欠くものが主体だったようです。例外は琉球王国で、女性司祭は弥生・古墳時代の勾 玉

を祭具として珍重し再利用しました。ただし日常的な装飾品ではありませんでした。概して抑 制

的な玉の利用だったのです。 

 その一方、弥生・古墳時代に玉は各地でさかんに作られました。その代表格が出雲玉作遺跡で 

す。玉は古墳の副葬品としても馴染み深い存在です。では倭人と呼ばれた当時の人々は玉を身体 

への装飾にもちい、お洒落を楽しんだのでしょうか。弥生時代の後期まではそうだった可能性が 

あります。しかし古墳時代についてみれば答えは否定的です。 

玉には海外の人々をも惹きつける魅力がありましたから「国際貨幣」としても通用する存在 で

した。商品として高い価値をもち普遍的に流通する力を十分に備えていたのです。その力が分散

するとどうなるか。社会をまとめる方向には逆行しかねません。 

だから国内での流通には制限を加える努力を怠らなかったのが新生の倭王権（ヤマト政権）で

した。専買（売ではない）制とでもいうべき玉の独占的な買い付けと王権からの贈与財とする こ

とを狙ったのだと思います。海外向けの贈答用に玉が選定されたことをみても、こうした王権 側

の意向がうかがえます。玉の魅力は社会の秩序を崩壊させかねない危険性を孕むものでしたの で、

その流通を差配し統制する努力は不可欠だったのです。その結果、玉を添えられお洒落を楽 しん

だのは死した首長や王となり、偉大な首長たるべく古墳づくりに膨大な散財を強いられたと も

いえるでしょう。こうすることで死せる首長は民衆の心をつなぎ止めることに貢献し、倭人と し

ての社会のまとまりを子孫たちは維持できたのだと推測します。 

だから古墳時代以降の玉は祭祀や葬儀のアイテムに特化する傾向を示し、やがては仏具に転じ

る宿命を負ったのだと理解できるのです。記紀神話に玉が頻出する理由もここにあります。仮 に

民衆にとっても身近なお洒落のアイテムだったとすれば、そうはならなかったでしょう。 

その意味において、古墳時代の後半になると出雲でしか玉作が行われなくなった理由も察し が

つきます。主たる購入者である王権側の意向を汲み取った装飾貨幣としての玉の独占的生産拠 点、

これこそが出雲玉作の正体だったといえるのではないでしょうか。花仙山産の玉や腕輪形石 製

品をみると格段に美しいことも、一役買ったのだと思います。 

ようするに古墳時代の日本列島における玉作は、倭国が一体としてのまとまりを保つためにこ

そ寄与し、主体性を維持しつつ国際化を果たせたというのが私の主張です。 

以下の頁には主要なスライドを示します。 
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